
2024

ソフトウェア開発における
生成AI活用の現在地と
品質面での考慮点
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外部連携とAPI

安全なソフトウェアを

ビルド/スケール/リリース

できる AI 駆動の開発基盤

コラボレーション

生産性

セキュリティ

スケール

AI駆動
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Copilotで開
発業務が

55%速く

20,000+ の企
業にて

採用済み

繰り返し作業の精
神的労力が

87%低下

75% の
エンジニアが

より満足

利用者数が

100万人以上

ソフトウェア品質シンポジウム2024



自分のプロジェクトに
特化したコード提案を提示

コメントをコードに変換

繰り返しコードの自動補完

代替手段の提示
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人気のコードエディタ向けの拡張機能

Visual Studio Code

Visual Studio neovim

All JetBrains IDEs
IntelliJ IDEA, WebStorm, PyCharm, Rider, etc.
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Copilot Completion Demo



概要

OpenAI
Model

Public
Data

文脈

提案



Copilot Proxy Service

提案

OpenAI 
Models

文脈（プロンプト）

IDE ワークスペース

IDE 拡張機能

GitHub 所有 Azure テナント

データの流れ

• 認証
• 感情分析

(暴力的な表現検知等)

• Security Filter
• Public Code Filter
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提案採用率
Copilotが生成した

コードの割合

46%35%
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エンジニア数

70% 78%

2時間 41分 1時間 11分

完了した割合

完了までの平均所要時間

95人の開発エンジニアを集め
二つのグループに分けました

JavaScript でウェブサーバーを定義するタスクを与えました

50 45
CopilotありCopilotなし
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Copilot プロンプトのコツ

Context

文脈

AI がタスクを

よりよく理解するのに

役立つ

Intent

意図

Clarity

明瞭さ

Specificity

具体性

プロンプトを

作成する際の

具体的な目標や目的

曖昧さがなく

理解しやすいこと

プロンプトの

具体性と

正確さのレベル
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Copilot Chat
文脈を認識したCopilotとのChatGPT式チャット機能

コード解説

修正コードの提案 コードに対する質問への回答

単体テストの生成
Copilot Chatはエディタ内にある既存コードや
エディタで選択されているコード部分に基づ
いて単体テスト用のコードスニペットを生成
することが可能。

Copilot Chatは選択されているコードに対
して自然言語で対象のコードの性能や意
図が含まれた解説文を生成することが可
能。

エラーや問題の文脈に応じてCopilot Chatか
らバグに対する修正コードや解決案を提案
することを補助することが可能。

特定のコード問題に対して助けや補助を
Copilot Chatにお願いすることが可能で、返
事は自然言語またはコードスニペットとし
て受信可能。

可読性向上開発言語間の変換

Copilot Chatは一つの開発言語から別の開
発言語に変換することを補助することが
可能。

Copilot Chatは抜けているコメントの追加や
より適切な変数名の提案等でコード全体の
可読性向上を補助することが可能。



Copilot Chat
文脈を認識した Copilotとのチャット機能

/explain 選択されたコードの仕組みを解説

/fix 選択されたコードの問題点に対し修正方法を提案

/help GitHub Copilotに関する一般的なヘルプ

/tests 選択されたコードに対して単体テストを提案

/vscode VS Codeに関する質問への回答

/clear セッションをクリアする

スラッシュコマンド



Copilot Chat Demo



GitHub Copilot の特徴を理解

ユーザーの入力を

最小化

ツールの質は、ユー

ザーからの明示的な

プロンプトなしに、望

まれる出力をどれだ

け正確に予測できる

かに依存

インクリメンタルな実装

手戻りの許容

迅速なレスポンスと

集中力の維持

確実で

安全な出力

Copilot Completion 

はアジャイルなやりと

りをサポート

段階的コード出力と

ユーザーによる逐一

の採否決定が可能

自動補完型ツールの

利点は、迅速なレス

ポンスによる集中力

の維持

世界最大/最新のオ

ープンソースデータベ

ースと瞬時にコードマ

ッチング、ライセンス

に関する問題発生を

抑止

ツールに求めるべき質はモデルに求めるべき質とは異なる
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ツールの違いを知る
自動補完型 対話型 エージェント型

入力 エディタへの入力 フォームへの入力 フォームの入力、ファイルアップロードなど

出力内容 コード / コメント コード / コメント / 解説文 編集可能なコードを含む成果物

出力形式 コードの補完 コードを含む返信 成果物の出力

コードサイズ 小規模 (1行~20行程度) 中規模 (1行~数百行) 大規模 (数百行~数千行)

明示的なプロンプト 0行 ~ 数行程度 数行 ~ 数十行 大量

応答速度 数百ミリ秒 ~ 数秒 数秒 ~ 数十秒 数十秒 ~ 

ツールのフォーカス 応答速度、開発時の集中力 精度、プロンプト構築補助 ソリューションとしての完成度

類似体験
ペアプログラミング

モブプログラミング

Sack や Teams での技術質問

軽量なプルリクエスト受け取り

ローコードツールの利用

テンプレートエンジンの利用

ツール例 GitHub Copilot (Completion)
ChatGPT

GitHub Copilot Chat
Copilot Workspace
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GitHub Copilot Future
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Copilot Announcements / Copilot fine-tuning WAITLIST

パーソナライゼーション
モデルのファインチューニング

Copilot Enterpriseをご利用のお客様専用のアドオン

より適切でカスタマイズされたコード提案を表示

より早く、より少ないエラーでコードを記述可能

コード参照、モデリング、ホスティング、参照はプライベート

独自言語や関連性の低い言語に基づくコード提案

Add-on
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Model Fine-tuning



Copilot Workspace



GitHub Copilot
Behind the Curtain
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GitHub Copilot の 3 Layer

Copilot PlatformCopilot Client OpenAI Model

API

*上記は GitHub Copilot のアーキテクチャを抽象化した図です

Githubによって開発及び保守。
認証、セキュリティ、プライバシー

Githubによって開発及び保守。

カスタムプロンプト作成と自動補完ユ
ーザーエクスペリエンスを提供

OpenAI によって開発
Azure でホスト

スケーラブルなデリバリー
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Prompt Crafting

• Language Marker: プログラミング言語情報

• Path Marker: 現在のファイルへのパス

• Neighboring Tabs: 非アクティブなオープンしているタブ
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Prompt Crafting: Markers

Path:

foo/foo.py 

Language Marker

HTML: <!DOCTYPE html>

Python: #\!/usr/bin/env python3

Ruby: #\!/usr/bin/env ruby

ファイルパスおよび言語マーカーは、強力なシグナルを言語モデルに
提供し、出力の構文と文法を調整します。
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Prompt Crafting: 隣接ファイル

Open Tab 1 Open Tab 2

他のオープンタブからのコード
スニペットは類似性を検索し、
プロンプトに追加のコンテキス
トとして注入されます。
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Jaccard Similarityでファイル内を検索

• GitHub Copilot は現在 Jaccard Similarity を活用して類似性を求める

• 関数名はシンプルかつ、意味のあるものにする必要性

• AB テストなどでこの方法は変わります / カーソル履歴など

• 一貫して言えること

• 一貫性のある命名規則ときれいなコード

• 現在何をしているのかにフォーカスしながら作業



生成AIとソフトウェアエンジニアリング

~ 品質の高いソフトウェアを生み出すために ~

ソフトウェア品質シンポジウム2024



bit.ly/CodeAndAI

9/19 発売
Special Thanks (敬称略)

森崎修司, 和田卓人, 山口鉄平, 金子昌永,

牛尾剛, 三田雅人, 吉田素文, 黒崎優太, 百田涼佑



bit.ly/CodeAndAI

トピック
• 生成AIがエンジニアリングの常識を変える

• プロンプトで生成AIを操る

• プロンプトの実例と分析

• AIツールに合わせたプロンプト戦略

• AIと協働するためのコーディングテクニック

• AIの力を引き出す開発アプローチ

• 生成AIの力を組織で最大限に引き出す

• 開発におけるAI活用Tips

• AI時代をリードするために



bit.ly/CodeAndAI

参加者配布資料
(2024/09/12以降ダウンロード可能)

https://yuhattor.github.io/code-ai/
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